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紙 風 船
算数の校内研究会を開きました

１１月１４日（木）、南教育事務所から指導主事の先生を迎え、算数の授業研究会を開きました。

１年生にとっては初めての研究授業です。いろいろな種類の箱を、いくつかの仲間に分ける学習でし

た。たくさんの先生方に囲まれ、緊張したと思いますが、友達と力を合わせて問題を考えたり、ハキ

ハキと発表したり、いつも通りの授業を見せてくれました。指導主事の先生からも、「みんなに向か

ってきちんと発表することができる」「話す人の方を見て真剣に聞くことができる」「友達の発表に、

“同じです”“いいですね”などの言葉をかける温かい雰囲気の学級だ」「感想などもきれいな字で

たくさん書くことができる」など、たくさんのことを褒めていただきました。

せんぼく校の友達を迎えて

６月には、６年生がせんぼく校に行って楽しく交

流をしてきました。１１月７日（木）には、そのお

礼に、５・６年生がせんぼく校のみなさんを桧木内

小に招待して交流を深めました。６年生は、せんぼ

く校の友達の名前を覚えており、「○○ちゃん、こ

っち」と手招きしたり迎えに行ったりして、すぐに

打ち解けた雰囲気になりました。

自己紹介の後、「じゃんけん列車」「絵合わせゲ

ーム」「ウォークラリー」などをしました。５・６

年生の描いた動物の絵を探したり、顔出し看板で

一緒に写真を撮ったりと笑顔が一杯の交流でした。

ゲームの合間にも、好きな食べ物を聞いたりトイ

レを案内したりしてすっかり仲良くなりました。

せんぼく校のみなさんは、５・６年生をお兄さん、

お姉さんのように感じていたようです。スクール

バスに乗ってからも、いつまでも手を振って別れ

を惜しんでいました。
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疑似体験を通して福祉について学ぶ

１８日（月）は、社会福祉協議会から６名の職員の方々に

お出でいただき、３・４年生が福祉について学習を深めまし

た。車椅子に乗ってみたり、目隠しをして白杖を使って歩い

たり、体におもりやゴーグルなどをつけ体を動かしたり、細

かい作業をしたりと、たくさんの体験をしました。

視覚障害体験では、見えないことはもちろんのこと、音も

別の方向から聞こえ

てくるようで怖かっ

たようです。

また、軍手をはめ

た手で新聞をめくっ

たり折り紙をしたり

する体験では、イラ

イラしながら体験し

たようです。困って

いる人を見かけたら

手伝うことも大切ですが、まずは「お手伝いできることはありますか？」という一言が大切、という

ことも教えていただきました。

鎌足和紙の紙すき体験をしました

１２日（火）に

５・６年生、１９

日（火）に３・４

年生が、かたくり

館で紙すきを体験

してきました。

普通に持つと軽

い簀桁（すげた）

ですが、これに紙

の原料が入ると重

く、また水の抵抗

もあり、結構大変

でした。しかし子

どもたちはすぐに

こつをつかみ、一

枚目は館長さんに

手伝ってもらいな

がら、二枚目は自

分一人で紙を漉く

ことができました。

質問もたくさんして、鎌足和紙の歴史についても知ることができました。漉きあがった紙は、一人

一人厚さや雰囲気が違います。また一枚の紙でも、紙の繊維が模様のように浮き出たり、薄くなって

透けるようになっていたり、手漉きならではの表情のある、世界で一枚だけの和紙になりました。こ

の後図工の時間に自分で漉いた和紙を使って作品をつくります。どんな作品になるか、お楽しみに！


